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「大
阪
大
学

・
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学

日
本
文
学
国
際
研
究
交
流
集
会
」
活
動
報
告

去
る
二
月
十

一
日
、
本
学
待
兼
山
会
館
に
お
い
て

「大
阪
大
学

・

チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
日
本
文
学
国
際
研
究
交
流
集
会
―
交
叉
す

る
時
空
―
」
と
題
し
た
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
研

究
会
も
共
催
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
集
会
は
、
タ
イ
の
チ

ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
と
大
阪
大
学
の

日
本
文
学
研
究
者
が
集
い
、
研
究
交
流
の
場
を
も

つ
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
阪
大
側
も
、
留
学
生
を
中
心
に
発
表
者
を
募
り
、
事
前

の
勉
強
会
を
重
ね
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
他
分
野
の
方
々
も
多
く
ご
参
加
下
さ
り
、
充
実
し
た
集
会

と
な
り
ま
し
た
。
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
し
た
が
、
両
大
学

の
大
学
院
生
に
よ
る
、
『
枕
草
子
』
か
ら
現
代
文
学
ま
で
多
岐
に
わ
た

る
研
究
発
表
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
か
ら
の
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
九
本
の
研
究
発
表
を
三
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ

ロ
ッ

ク
に
デ
ィ
ス
カ
サ
ン
ト
を
設
け
る
と
い
う
形
式
を
試
み
ま
し
た
が
、
発

表
の
論
点
や
課
題
が
フ
ロ
ア
に
示
さ
れ
、
議
論
を
促
す
有
意
義
な
も
の

だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
発
表
者
と
留
学
生
が
議
論
を
繰
り
広
げ
る

光
景
は
刺
激
的
で
、
世
界
文
学
と
し
て
の
日
本
文
学
の
可
能
性
を
実
感

す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
の
ド
ゥ
ア
ン
テ
ム

・
ク
リ
サ

ダ
ー
タ
ー
ノ
ン
先
生
に
、
今
回
の
集
会
の
総
評
を
お
願
い
し
、
今
後
も

情
報
交
換
の
場
を
設
け
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
か

つ
て
阪
大
で
学
ば
れ
、
現
在
は
チ

ュ
ラ
ー
ロ
ン

コ
ー
ン
大
学
助
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
ア
ッ
タ
ヤ

・
ス
ワ
ン
ラ

ダ
ー
氏
や
、
荒
木
浩
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
で

す
が
、
こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
継
続
的
に
交
流
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
成
果
は
、
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
で
刊
行
さ
れ

る
論
文
集
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
こ
こ
に
は
、
当
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
掲
載
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（丹
下
）

大
阪
大
学

・
チ

ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学

日
本
文
学
国
際
研
究
交
流
集
会
―
交
叉
す
る
時
空
―

日
時
　
一
一〇

一
〇
年
二
月
十

一
日

（木
）
午
後

一
時
～

会
場
　
待
兼
山
会
館
三
階
会
議
室

（大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
）

主
催
　
大
阪
大
学
日
本
文
学
研
究
室

・
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
文

学
部
東
洋
言
語
学
科
日
本
語
講
座

共
催
　
大
阪
大
学
文
学
研
究
科

。
国
際
交
流
基
金

。
大
阪
大
学
古
代
中

世
文
学
研
究
会



開
会
の
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
浩

（大
阪
大
学
教
授
）

〈第

一
プ

ロ
ッ
ι

①
マ
【鶴
〓

く
三
く
”
り
ｏ
”
∞
罵
ユ
３

（
マ
ー
リ
ン
・
ヴ
ィ
リ
ヤ
ポ
ン
パ
ー

ニ
ッ
チ
）
「
枕
草
子
』
に
見
ら
れ
る

「顔
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い

て
」
（チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
大
学
院
生
）

②
宮
川
真
弥

「
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』
の

「原
拠

本
」
に
つ
い
て
―

『徒
然
草
文
段
抄
』
所
引

『枕
草
子
』
を
手
掛
り

に
―
」
（大
阪
大
学
大
学
院
生
）

③
り
ｏ
●
ｏ
ｏ
【●
パ
”
Ｑ
■
〔ｏ
ｏ
５
∞
【Ｃ
●
∞
∽ぃ
（
ペ
ン
ポ
ー
ン
・
ケ
オ
フ
オ
ン
ラ
ン

シ
ィ
ー
）
「昔
話
を
素
材
と
し
た
芥
川
龍
之
介
作
品
の
特
徴
―
桃
太

郎
を
中
心
と
し
て
」
（チ
Ｆ
フ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
大
学
院
生
）

デ
ィ
ス
カ
サ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
浩

（大
阪
大
学
教
授
）

〈第
ニ
ブ

ロ
ッ
ク
〉

④
カ
ナ
パ
ッ
ト

・
ル
ー
ン
ピ

ロ
ム

（バ
８
８
鮮
”
８
信
】８
ヨ
）
『
曽
我

物
語
』
に
お
け
る
北
条
政
子

の
説
話
―
苦
悩

の
克
服

の
様
相
」

（チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
大
学
院
修
了
、
大
阪
大
学
大
学
院
研
究
生
）

⑤
可
障
一”
８
Ｆ
バ
”
一９
ｏ
ヨ

（プ
ッ
タ
ラ
ッ
ク
・
ケ
ィ
ト
エ
ー
ム
）
「
潮
騒
』

に
見
ら
れ
る
共
同
体
社
会
の
変
化
と
そ
の
影
響
」
（チ
ｉ
フ
ー
ロ
ン

コ
ー
ン
大
学
大
学
院
生
）

⑥
モ
ハ
ッ
マ
ド

・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン

（く
０
〓
２
５
に
０
０
】●
）
「士
営
負
古
」

哉

『
十

一
月
二
日
午
後
の
事
』
を
め
ぐ

っ
て
―
他
者

へ
の
ま
な
ざ
し

―
」
（大
阪
大
学
大
学
院
生
）

デ
ィ
ス
カ
サ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘
千
慧

（大
阪
大
学
大
学
院
生
）

〈
第
ニ
ブ

ロ
ッ
ク
〉

⑦
『
〓
”
ｏ
”
Ｚ
一●
●
．
（チ
ッ
タ
ー
パ
ｌ

ｌ
一
テ
ィ
ス
ィ
リ
）
「
三
百
年

の

子
供
』

に
お
け
る
二
項
対
立
、
時
間
と
周
縁

の
力
」
（
チ
ｉ
フ
ー
ロ
ン

コ
ー
ン
大
学
大
学
院
生
）

③

力

ｎソ
ナ

・・
ナ

ル
バ

ン
デ

ィ
ア

ン
　
（バ
”
一ヽ●
”
Ｚ
Ｌ
げ
”
●
Ｂ
”
●
）
「
↓
゛
“

いご
ざ
ミ

６
ｓ
ミ
」
に
お
け
る
変
更
―

『
源
氏
物
語
』

の
三

つ
の
英
訳
」

（大
阪
大
学
大
学
院
生
）

⑨
↓

，
”
ユ
ニ
”
パ
”
８

，
８
●
∞

（タ
ン
チ

ュ
タ
ー

・
カ
ム
ヘ
ン
）
コ
鮎
図
杏

織

の
小
説

に
お
け
る

「
干
渉
者
Ｌ

（
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
大
学

院
生
）

デ
ィ
ス
カ
サ
ン
ト
　
ホ
ル
カ

・
イ
リ
ナ

（大
阪
大
学
大
学
院
生

。
大
阪
大
学
特
任
助
教
）

全
体

の
総
括

　
∪
仁
”
ユ
ｏ
３

困
『【∽
Ｑ
単

，
”
●
ｏ
●
一
（
ド
ゥ
ア
ン
テ
ム

・
ク
リ

サ
ダ
ー
タ
ー
ノ
ン
）
（
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
教
自貝
）

閉
会

の
挨
拶
　
ア
ッ
タ
ヤ

・
ス
ワ
ン
ラ
ダ
ー

（≧
一ミ
●
∽
●
■
８

ａヽ
じ

（
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
助
教
授

・
大
阪
大
学
外
国
人
招
聘
研
究
員
）
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